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IUGONETメタデータ・データベースシステムの構築

Development of metadata database for Upper Atmosphere
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IUGONETは、日本国内5機関7組織が連携し、レーダー、磁力計、光学観測装置、太陽望遠鏡等
の全球的地上観測ネットワークによって長年にわたって蓄積された超高層大気に関する多種多様
なデータのメタデータ・データベースを構築する。超高層大気の長期変動のメカニズムを解明す
るためには、全球規模の地上観測ネットワークによる様々な観測データ(地磁気、太陽活動、オ
ーロラ等)を組み合わせた総合的な解析が必要になる。しかしながら、これまでは、このような
超高層大気の地上観測データは機関毎にデータベース化・公開がなされるものの、そのデータの
多くは個別の観測・研究に特化した分野での利用に留まっていた。また、一部の観測データにつ
いては、観測者と周辺の限られた研究者のみによる利用に終始し、公開されないまま記録メディ
アの中に埋もれるケースもあった。IUGONETは、実観測データのロケーション情報や記録メデ
ィア情報等のメタデータを抽出してメタデータ・データベースに登録し、観測データの流通を図
る。また、各研究機関が所有する各種観測データを有機的に利用した総合解析を促進し、国内外
の関連研究者の緊密な研究協力体制のもと、様々な現象が複雑に絡み合う超高層大気の長期変動
のメカニズム解明を目指す。
 本プレゼンテーションでは、IUGONETのメタデータ・データベースのプロトタイプならびに
開発中の解析ソフトウェアの説明を行う。
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